
ネット銀⾏から⾒るFinTechと
その取り組みについて

2016年6月10日
住信ＳＢＩネット銀行



2

⽬次

１．ネット銀⾏から⾒るFinTech

２．住信SBIネット銀⾏の取組事例

３．まとめ



3

海外FinTech企業は1000社を超える

http://insights.venturescanner.com/category/financial-technology/
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FinTechといえば

https://www.cbinsights.com/blog/disrupting-european-banking-fintech-startups/
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過去100年のテクノロジーの普及速度
テクノロジーを⽣活の中に取り⼊れるまでの時間が短くなっており、そのことが
イノベーションを励起し、ビジネスへの影響を加速している。
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（出典：Brett King「Bank3.0」）

（※）マス普及率とは、先進国人口の２５％か世界人口の1億人
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⾦融サービスのIT化が進み、銀⾏店舗は減少
欧州のリテール市場において、⾦融サービスのIT化につれ、
店舗数は年々減少傾向で、2000年と⽐較すると、52%減少。

（ABN-AMRO[オランダ]資料より）

-52%

インターネット普及率（オランダ）
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モバイルインターネットの普及と顧客の変化

出所：Brett King「Bank3.0」,他より作成

5〜10回/⽉
電話

1〜２回/年

⽀店

3〜5回/⽉

ATM

7〜10回/⽉

PC/タブレット

20〜30回/⽉
モバイル

出所：総務省「平成26年情報通信メディアの利⽤時間と情報⾏動に関する調査」

 主な機器によるインターネット平均利⽤時間

インターネットアクセスは
モバイルデバイス主体へ変化した

⾦融機関へのアクセスもモバイルデバイス
主体へ変化していくと⾒込まれている
 ⾦融機関の顧客との接触頻度（2016年予測）
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FinTechを活⽤してBank3.0時代へ

Bank1.0 Bank2.0

銀⾏業務提供時間
や場所は銀⾏が決定

顧客の要求に対して
銀⾏が顧客へタイム
リーにサービス提供

従来型銀⾏

顧客 銀⾏×
要求

提供

顧客 銀⾏
要求

提供

顧客からの要求がなく
ても、銀⾏が顧客の
ニーズを予測して
サービスを提供

顧客 銀⾏
要求

事前に予測して提供

（出所：Brett King「Bank3.0」）

⽬指す姿

Bank3.0

FinTech
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銀⾏からみたFinTechの可能性

http://novobrief.com/fintech-marketplace-banks/
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当社のFinTechへの取組みのきっかけ
〜株式会社マネーフォワードと業務提携〜
2015年8⽉25⽇プレスリリース

国内FinTech企業として各種受賞歴のあるマネーフォワード社と業務提携を発表。

1. 当社顧客向け⾃動家計簿サービス
『マネーフォワード for 住信SBIネット銀⾏』（仮称）
 2015年11⽉⽬途に提供開始
 MoneyForwardの銀⾏向け提供では国内初

2. 中⼩企業、個⼈事業主向けクラウドサービス
「MFクラウド」を活⽤した⾦融サービスの共同検討
 開業⽀援サービスや、融資、ビジネスカードなど

3. 当社提供の接続APIを⽤いた公式連携の検討
 世界的に⾒ても先進的な取り組み
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本⽇ご紹介する取組事例

PFM Business Tools

API Block Chain
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個⼈のお客さま向けにPFMサービスをリリース
 2015年11⽉27⽇リリース PFM Business Tools

API Block Chain

高いプロモーション反応率
順調にダウンロード数増加中
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アプリ提供の意義

1. マネーフォワードの便利さを、なるべくそのまま
住信SBIネット銀⾏のお客さま向けに提供

2. 銀⾏機能（振り込みなど）を使いたくなった時に、
スムーズに銀⾏サイトへ連携

3. 当社オリジナルコンテンツや、おすすめのご案内を展開
例）⾵⽔カウンセラー紫⽉⾹帆の

「開運！ハッピー⾵⽔」

PFM Business Tools

API Block Chainマネーフォワード for
住信SBIネット銀⾏
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本⽇ご紹介する取組み事例

PFM Business Tools

API Block Chain
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法⼈のお客さま向けに
会計ソフト連携サービスを検討
■マネーフォワード社「MFクラウド会計」をご利⽤の
法⼈のお客さま向けに、銀⾏サービスの提供を検討中

PFM Business Tools

API Block Chain

出所：マネーフォワード社HPより作成 http://corp.moneyforward.com/

創業支援サービス

融資

ビジネスカード など
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法⼈のお客さま向けに
会計ソフト連携サービスを検討
■freee社「クラウド会計ソフトfreee」をご利⽤の法
⼈のお客さま向けに、銀⾏サービスの提供を検討中

PFM Business Tools

API Block Chain

出所：freee社HP、弊社HPより作成

中小企業、個人事業主向けクラウド会計サービスのユー
ザーに対する金融サービス検討の第二弾
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本⽇ご紹介する取組み事例

PFM Business Tools

API Block Chain
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銀⾏機能接続APIの公開
2016年3⽉25⽇プレスリリースより

「API接続サービスの開始および
株式会社マネーフォワードとの公式連携開始について」

PFM Business Tools

API Block Chain

銀行によるAPI公開は
世界的にみても先進的な取組み
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API接続⾃体は新しい技術ではない
コカ・コーラ × Facebook認証

その他、APIによる認証接続提供サービスの例

PFM Business Tools

API Block Chain
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サービス連携がユーザー体験をより豊かにする
 事例「Google Map」＋「UBER」

出所：UBER社HP（https://newsroom.uber.com/）より
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海外における銀⾏API公開の流れ
 英国Open Banking Standardについて
 2015年9⽉より「Open Banking Working 

Group」を実施。
 上記成果として、2016年2⽉8⽇に英国のオープン

データ研究所が、Open Banking Standardと題し
たレポートを発表。

 クレディアグリコル（仏）のAPI
 フランスではイギリスのような明確な基準はないも

のの、クレディアグリコルは独⾃のアプリストアを
開設、SDKを提供している。

 その他
 EU「PSD2」においても、APIへ⾔及あり。
 シンガポール

 英国を意識した仕様書策定の動き

PFM Business Tools

API Block Chain

出所：Open Banking Standard他より作成
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本⽇ご紹介する取組み事例

PFM Business Tools

API Block Chain
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ブロックチェーン技術の利活⽤に向けた実証実験
2015年12⽉16⽇プレスリリース

「ブロックチェーン技術の利活⽤に向けた実証実験について」

PFM Business Tools

API Block Chain
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ブロックチェーン技術の利活⽤に向けた実証実験
実験結果概要

銀⾏勘定系を想定した実証実験。
PFM Business Tools

API Block Chain

検証項目 内容

大量口座検証 当社口座数を想定した250万口座を作成

高負荷時検証 夜間バッチを想定した9万件の処理

環境負荷検証 意図的なノードダウンによる負荷検証

改ざん防止検証 ハッキングプログラムを用いた検証

 DR/BCP分野において効果。
 ⼀⽅、周辺アプリケーション領域に課題。
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FinTechによりBank3.0の早期実現へ

APIやブロックチェーン技術などを用い、オープン化を推進
していくことで、FinTech時代においてより国際競争力のあ
る強い日本の金融が実現できるのではないか。



ご清聴ありがとうございました。


